	第２回横浜市永田みなみ台公園こどもログハウス指定管理者選定委員会会議録

	日　　時
	平成27年８月27日（木）１４時３０分～１６時３０分

	開催場所
	南区役所４階特別会議室

	出 席 者
	馬場委員長、嶋村委員、岩田委員、吉川委員、篠本委員
応募団体（１団体）

	欠 席 者
	なし

	開催形態
	公開・一部非公開（傍聴者なし）

	議　　題
	１　横浜市永田みなみ台公園こどもログハウスの指定管理者選定について

	決定事項
	１　指定候補者に「特定非営利活動法人みなみ区民利用施設協会」と決定。

	議    事
	１　選定委員会の進め方について

　提案団体のプレゼンテーション及び質疑応答の公開と審議の非公開を確

認。
２　応募団体について
　事務局より、下記を報告。

①　１団体の応募があった。

②　応募団体が暴力団またはその構成員の統制下にある団体でないこと、市税
の納付状況について確認済みである。
３　審査方法について
　事務局より、下記の説明を行い了解を得た。
1�  提案団体のプレゼンテーションを実施する。実施後応募団体ごとに15
　分間の質疑応答を行い、その後委員同士の意見交換を踏まえ最終採点を
行っていただく。

②　採点は各委員100点満点で、団体の評価は委員点数の合計とする。

４　提案団体のプレゼンテーション及び質疑応答
（1) 質疑応答
（委員）　協会の収支予算書で租税公課が計上されているが、具体的には。
（団体）　消費税の計上。
（委員）　人件費も結構な額であるが。
（団体）　施設協会事務局の費用も。
（委員）　事務経費も結構な額であるが、施設ごとの経理委託か。
（団体）　一括である。複数施設分の事務経費と消耗費等も含んでいる。
（委員）　人件費が、直近だと予算より決算額が低いにかかわらず通勤費は増額

となっているが、遠方からの採用があったのか。地元の採用ではないの

か。
（団体）　採用人数が少ないので、入れ替わりによって通勤手段がかわると費用

が変動する。徒歩からバス利用等。
（委員）　研修プログラムの予算計上が少ないが、独自に実施するのか。
（団体）　市で行う研修が主であるため。日常的な応対などは、これまでのノウ

ハウにより実施する。
（委員）　清掃も行き届いている、暑さ対策などスタッフの努力がわかる。修繕

　　　　で苦労することはないか。
（団体）　大規模修繕を市で実施している。日常的な小破修繕を実施している。

例えば、こどもの利用で頭をぶつけそうな場所への対処や保全等。ま

　　　　た仮に落下しても、重大な事故へつながらないような処置も行っている。

（委員）　予算は十分か。
（団体）　経過をみながら実施している。
（委員）　ケガや事故が起こった場合の連絡体制は。

（団体）　連絡は保護者の了解の上、救急車を呼ぶ。関係機関への連絡も実施。

（委員）　今までの管理期間で、大きな事故は。
（団体）　救急車を呼ぶような重大なものはない。医者にかかる程度のものはあ

る。
（委員）　大きな災害の場合、避難はどのようにするのか、また訓練は。
（団体）　地震とかの場合は、公園内に施設があるので公園に避難する。訓練は

避難訓練や、AEDの使用訓練等を実施している。また開館中に発生した
場合預かりも考えられるので、スタッフと話し合っている。東日本大震

災の時も外へ避難誘導をした。
（委員）　スタッフ採用にあたっての面接内容と身体に障がいのある方が応募し

てきた場合の採用については。
（団体）　面接内容は人柄を重視。こどもへの理解があるか等。障がいのある方

の採用については程度による。こどもを預かる施設なので。
（委員）　採用時の研修内容が素晴らしいが、何時間程度の研修か。
（団体）　基本的な部分は30分程度。接遇などは１時間。
（委員）　そこには電話応対などもふくまれているのか。
（団体）　はい。これまでのノウハウから例示して実施している。
（委員）　スタッフの採用に年齢制限はあるか。
（団体）　68歳です。 
（委員）　古くなり撤去した遊具はあるか。
（団体）　遊具は変更ない。置物と言えるおもちゃ類は入れ替わっている。
（委員）　長い期間の管理運営において、変わってしまった部分もあり、良い面

悪い面と両面があると考える。特にスタッフの熱心さ等が。また地域の

ニーズを組んでより良い施設運営にするための新たな取り組みはどう

か。
（団体）　スタッフが有償ボランティアであった頃とは確かに変わり、今は職員

となっているが、当時のスタッフも残っておりスタッフの声は聴けて

いると考える。長い期間の管理運営なので、そういう方の声も届いてお

り利用者の方への応対も変わっていないと考える。一方主な利用者の年

齢層もあり、青少年指導員などとの連携は弱いものがある。子育て世代

への支援は、保育園が施設を利用したりケアプラザとの連携で実施して

いる。
（委員）　１日の利用者数は。
 (団体)　 およそ120人から130人。
（委員）　施設のキャパシティは。
（団体）　年齢と遊び方によるものが大きいと考える。
（委員）　中学生の利用はあるのか。
（団体）　はい。
（委員）　頻繁にか。

（団体）　はい。１日30人程度。
（委員）　彼らは何をしているのか。

（団体）　ゲームをしたり、２階から降りたり、バスケットっぽい遊びとかをし

ている。
（委員）　こどもの遊びが減っている中、こどもの「基地」のような施設になっ

てもらいたい。小学校高学年児がリーダーシップをとって遊ぶような指

導があってもいいのでは。ゲームをする場ではないなど、スタッフもき

っちり指導して頂きたい。
（団体）　はい。
（委員）　開館時間の延長要望はないか。
（団体）　なかった。市の帰宅についての施策もある。
（委員）　利用者は近隣の児童か。

（団体）　はい。自主事業の際は遠方からの利用もあるが、日常的には近隣。

（委員）　スタッフ採用についての質問も先にあったが、学生のアルバイト等は。

（団体）　現在のスタッフは、子育てが終わった40、50、60歳台。

（委員）　様々なスタッフが採用となれば、利用者へも対応が行き届くように思う。

（団体）　年齢の下限値は設けていないので、応募は稀にある。

（委員）　専門的にこどもに関することを学んだ学生の採用は。

（団体）　うまくできればと考えるが、現在はその段階までいってない。

（委員）　アンケートとあるが、利用している保護者か、それともこどもか。
（団体）　ここで示しているのは、保護者である。こどもからの意見は、意見箱

　　　　で。
（委員）　どのようなことが書かれているのか。

（団体）　施設のことや対応のこと、情報の発信の仕方など。
（委員）　広報はログハウス便りに。

(2)  審議 （非公開）
(3)　審査結果
委員５名の得点合計により、指定管理候補者には360点の「特定非営利活
動法人　みなみ区民利用施設協会」が決定。（最低基準点　300点）
　　
５　その他
・選定結果は区長へ報告。議事録は委員長と調整し、作成の上ホームページに
掲載。
・12月市会に上程し、議案の可決後、正式に決定。


	資    料

・

特記事項
	１　資料

(1)  提案資料
(2)　評点表
２　特記事項

　　なし


